
講演会 「人権・命・平和・共存」 

―今の時代に日本国憲法を活かすとは― 講師：原田豊己さん 
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田
食
道
弘
町
議
は
、
糸
原
保

町
長
に
「
住
民
の
命
、
生
活
を

守
る
た
め
、
原
発
再
稼
働
反
対

の
意
思
表
明
を
行
い
、
県
知
事

に
対
し
、
島
根
原
発
２
号
機
再

稼
働
同
意
は
撤
回
し
、
原
発
の

安
全
性
と
避
難
計
画
の
実
効

性
を
再
検
討
す
る
よ
う
強
く

要
請
す
べ
き
だ
」
と
質
し
ま
し

た
。 

 

糸
原
町
長
は
「
島
根
県
や
松

江
市
、
雲
南
市
な
ど
が
つ
く
っ

た
避
難
計
画
に
つ
い
て
、
意
見

を
述
べ
る
立
場
に
は
な
い
の

で
答
弁
は
控
え
る
」
と
述
べ
る

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
田
食
町
議
は
、
人
命

に
か
か
わ
る
病
院
や
避
難
所
、

高
齢
者
福
祉
施
設
関
係
の
土

砂
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
県
は

５
年
後
に
完
了
す
る
計
画
を

立
て
て
い
る
と
指
摘
し
、
再
稼

働
は
全
く
現
実
的
な
状
況
に

な
く
、
町
長
も
現
実
の
状
況
を

見
な
が
ら
判
断
す
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。（「
奥
出
雲
町
民

報
」
よ
り
） 

 

伊
藤
議
員―

能
登
半
島
地

震
を
受
け
、
既
に
防
災
計
画
の

見
直
し
に
着
手
し
た
り
、
期
限

を
決
め
て
常
に
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
「
一
刻

も
早
く
や
る
」
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

 

塚
原
町
長―

地
震
の
被
害

想
定
は
、
関
係
法
令
や
上
位
計

画
と
の
整
合
や
、
町
の
情
勢
も

勘
案
し
な
が
ら
、
今
後
も
適
切

に
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

（
「
伊
藤
好
晴
の
議
会
報
告
」

よ
り
） 

 

日
本
共
産
党
江
津
市
議
団

は
、
３
月
定
例
会
に
「
政
治
資

金
規
正
法
に
係
る
疑
惑
解
明

を
求
め
る
意
見
書
案
」
を
提

案
。
自
民
党
所
属
の
市
議
で
も

賛
成
で
き
る
よ
う
、
高
知
県
議

会
で
自
民
党
を
含
め
全
会
一

致
と
な
っ
た
意
見
書
を
参
考

に
、
国
会
議
員
の
辞
職
や
証
人

喚
問
に
は
言
及
し
な
い
意
見

書
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
３
月
１
８
日
の
本
会
議

で
は
新
政
ク
ラ
ブ
の
寺
前
克

宏
市
議
が
反
対
討
論
。
自
民

党
・
公
明
党
で
構
成
す
る
新
政

ク
ラ
ブ
な
ど
の
反
対
に
よ
り
、

意
見
書
案
は
否
決
さ
れ
ま
し

た
。（「
ご
う
つ
民
報
」
よ
り
） 

能
登
半
島
地
震
を
受
け
て

防
災
対
策
や
避
難
計
画
の
見

直
し
が
迫
ら
れ
る
中
、
災
害

か
ら
住
民
を
守
る
施
策
を
前

に
進
め
よ
う
と
日
本
共
産
党

国
会
議
員
団
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

事
務
所
は
１
１
日
夜
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
議
会
論
戦
や
運
動

を
交
流
し
ま
し
た
。 

大
平
よ
し
の
ぶ
、
垣
内
京

美
の
両
衆
院
中
国
比
例
予
定

候
補
、
中
国
５
県
の
地
方
議

員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。 

大
平
氏
は
、
被
災
者
生
活

再
建
支
援
金
拡
充
な
ど
の
課

題
と
と
も
に
「
原
発
の
危
険

性
が
改
め
て
突
き
つ
け
ら
れ

た
」
と
し
て
、
島
根
原
発
２

号
機
再
稼
働
反
対
の
運
動
を

強
め
た
い
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。 

島
根
県
の
尾
村
利
成
県
議

は
、
島
根
原
発
事
故
時
の
避

難
計
画
に
は
実
効
性
が
な
い

と
述
べ
、
石
川
県
志
賀
原
発

の
地
元
や
、
島
根
半
島
で
住

民
の
声
を
集
め
調
査
す
る
と

同
時
に
「
衆
院
島
根
１
区
補

選
で
の
野
党
の
勝
利
、
総
選

挙
で
の
大
平
さ
ん
の
議
席
奪

還
と
党
躍
進
が
再
稼
働
を
止

め
る
力
だ
」
と
強
調
し
ま
し

た
。
（
写
真
） 

鳥
取
県
の
市
谷
知
子
県
議

は
、
島
根
原
発
周
辺
の
宍
道

断
層
と
他
の
断
層
が
連
動
し

大
地
震
や
津
波
が
起
こ
る
想

定
で
避
難
計
画
を
見
直
す
べ

き
だ
と
追
及
し
た
結
果
、
知

事
が
国
や
中
国
電
力
な
ど
に

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た

安
全
対
策
を
申
し
入
れ
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。 

山
口
県
の
藤
本
一
規
県
議

は
、
不
足
す
る
福
祉
避
難
所

の
問
題
や
愛
媛
県
の
伊
方
原

発
の
３
０
キ
ロ
圏
内
に
含
ま

れ
る
山
口
県
上
関
町
八
島
の

避
難
体
制
な
ど
を
取
り
上
げ

た
と
報
告
。 

広
島
県
の
藤
井
敏
子
県
議

も
原
発
事
故
と
の
複
合
災
害

を
想
定
し
た
計
画
を
求
め
、

石
川
県
で
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
た
岡
山
県
の
須
増

伸
子
県
議
は
、
断
水
が
続
く

能
登
半
島
の
教
訓
か
ら
、
水

道
を
広
域
化
せ
ず
地
域
の
自

己
水
源
を
守
る
べ
き
だ
と
語

り
ま
し
た
。 

挙
中
、
▽
国
保
税
・
介
護
保

険
料
の
引
き
下
げ
▽
通
院
や

買
い
物
の
交
通
手
段
の
拡
充

▽
補
聴
器
購
入
費
用
の
５
万

円
補
助
▽
教
材
費
な
ど
義
務

教
育
の
保
護
者
負
担
ゼ
ロ
▽

鳥
獣
対
策
や
資
材
・
燃
料
高

騰
に
対
す
る
支
援
▽
米
軍
機

の
低
空
飛
行
訓
練
中
止―

な

ど
の
公
約
を
訴
え
ま
し
た
。 

第
一
声
に
は
、
大
平
よ
し

の
ぶ
衆
院
中
国
比
例
予
定
候

補
、
亀
谷
ゆ
う
子
衆
院
島
根

２
区
予
定
候
補
が
応
援
に
駆

け
付
け
ま
し
た
。（
写
真
） 

開
票
結
果
は
次
の
通
り
。 

山
口 

節
雄
（
元
） 

 
 
 

７
０
票
・
１
２
位 

（
投
票
率
８
０
・
３
５
％
） 

衆
院
島
根
１
区
の
政
治
決

戦
の
投
開
票
日
ま
で
１
週
間

を
切
っ
た
２
２
日
、
日
本
共

産
党
県
委
員
会
は
自
主
支
援

す
る
立
憲
民
主
党
の
前
衆
院

議
員
の
勝
利
に
向
け
、
松
江

市
内
の
国
道
沿
い
で
プ
ラ
ス

タ
ー
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

上
代
善
雄
委
員
長
、
尾
村
利

成
、
大
国
陽
介
、
村
穂
江
利

子
の
各
副
委
員
長
ら
県
常
任

委
員
９
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
（
写
真
） 

党
県
委
員
会
は
金
権
腐
敗

の
自
民
党
政
治
に
審
判
を
下

す
た
め
、
立
民
前
職
へ
の
支

持
と
あ
わ
せ
、
総
選
挙
で
の

共
産
党
比
例
の
支
持
を
家
族

や
支
持
者
に
広
げ
る
よ
う
呼

び
か
け
を
強
め
て
い
ま
す
。 

 

４
月
１
６
日
告
示
・
２
１

日
投
開
票
さ
れ
た
川
本
町
議

選
で
、
日
本
共
産
党
の
山
口

節
雄
氏
（
７
４
）
は
定
数
９

名
に
対
し
、
１
３
名
が
立
候

補
す
る
激
戦
の
中
、
及
び
ま

せ
ん
で
し
た
。
山
口
氏
は
選

会場：松江市・プラバホール 大ホール 

主催：島根県中央メーデー実行委員会 

午前１０時開会 

島根県民会館 中ホール 

13:30～15:30 

資料代５００円 

※ 終了後、会場周辺で 15 分程度パレードを予定。 

５月３日（金・祝） 午前１０時～ ＪＲ松江駅前 

午前１０時～ 出雲・ラピタ本店前 
 

県議、市議らが憲法を守る決意を訴えます 
 

＊その他、各地でも街頭宣伝を実施します。 


